
 
防火戸用指定シーリング材(日本シーリング材工業会指定) 

建築用1成分脱オキシム型シリコーンシーリング材 難燃性 

トスシール 84 
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Product Data 

JSIA-007005
F☆☆☆☆

トスシール84は、1成分脱オキシム型の難燃性建築用シリコーンシーリング材です。トスシール 

84は空気中の湿気により硬化するシーリング材ですが、硬化時に酢酸を放出しないので、金属

などへの腐食の心配がほとんどありません。硬化後は一般のシリコーンゴムと同様に耐候性、

耐久性に優れています。さらに施工性、接着性に優れていますので、ガラス工事はもちろん、

建築用に広くご使用いただけます。 

難燃性・発熱特性に優れており、防火戸用シーリング材として日本シーリング材工業会より指

定されています。 

 

特 長 

○ 難燃性に優れています。 

○ 1成分形で施工が容易です。 

○ 金属に対する腐食性がほとんどありません。 

○ 接着性に優れ、各種部材に対し良好な接着性を示します。 

○ 耐候性に優れています。 

○ 耐熱性、耐寒性に優れています。(－55～200℃の広い温度範囲でゴム弾性、接着性を維持し

ます) 

 

用 途

○ 防火戸用指定シーリング材(日本シーリング材工業会指定) 

○ 難燃性を必要とする目地シール 

○ 網入ガラスのシール 

 

特性例 

硬化前の特性 (JIS A 1439) 

項 目 特性値 

外観  ペースト状 

比重 (23℃)  1.46 

タックフリー (23℃) min 15 

押出し性 (5℃) s 9 

スランプ mm 0 

プライマー使用の要否  要 



 

硬化後の特性 (JIS A 1439) 

項 目 特性値 

被着体 アルミニウム 

養生後 0.61{6.2} 

加熱後(90℃,14日) 0.62{6.3} 
50%引張応力 

N/mm2{kgf/cm²} 
水浸せき後(23℃,7日) 0.59{6.0} 

養生後 0.95{9.7} 

加熱後(90℃,14日) 0.93{9.5} 
最大引張応力 

N/mm2{kgf/cm²} 
水浸せき後(23℃,7日) 0.91{9.3} 

養生後 110 

加熱後(90℃,14日) 100 
最大荷重時の伸び 

% 
水浸せき後(23℃,7日) 110 

養生後 110 

加熱後(90℃,14日) 100 
破壊時の伸び 

% 
水浸せき後(23℃,7日) 110 

養生後 100 

加熱後(90℃,14日) 100 
凝集破壊率 

% 
水浸せき後(23℃,7日) 100 

耐久性 9030Ｇで異常なし 

注)プライマー：トスプライムD使用 

 

発熱特性

試験方法 トスシール84 規   定 

旧昭和45年建設省告示 

第1828号による基材試験 
合格 

着炎時間が100秒以上、かつ温度時間面積が

50℃・分以下であること 

 

難燃性

項  目 トスシール84 

酸素指数 (JIS K 7201) 35以上 

UL難燃性 (UL94)* V-0相当 

鉄道車両用材料難燃性(3mm厚) 極難燃性 

注) *：社内試験値 
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防火戸用指定シーリング材について 

旧アルミニウム防火戸認定推進協議会の(通)第2号(アルミニウム製乙種防火戸)による通則認

定を受けていた防火戸用のシーリング施工には、指定シーリング材を使用しなければなりませ

ん。この指定シーリング材とは、旧昭和45年建設省告示第1828号に規定する基材試験に準拠し

た試験を行い、発熱特性が規定の基準を満たしたものを日本シーリング材工業会が防火戸用シ

ーリング材として指定したものです。 

 

○ トスシール84の指定シーリング材マークを 

 

右に示します。 

 

 

 

 

○ 目地の納まりの例 
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・・・
・・・
・・・
・・・
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・・・

・・・
・・・
・・・
・・・

サッシ

網 入 ガ ラ ス

ト ス シ ー ル 84

不 燃 性 バ ッ ク ア ッ プ 材

セ ッ テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク
＊１

（注）*1 セッティングブロックのない部分にも隙間なく

○ 目地のバックアップ材には不燃性の材料を使用し、セッティングブロックのない部分にも隙

間なく不燃性バックアップ材を隙間なく装てんしてください。 

○ シーリング施工は建築工事共通仕様書、建築学会建築工事標準仕様書(JASS8、JASS17)等に準

じて行ってください。 

 

3/7 



 

プライマーの被着体別選択表

被 着 体 プライマー 

モルタル*1 トスプライムC 

ＡＬＣ トスプライムC 

大理石*2 トスプライムC 

みかげ石 トスプライムC/トスプライムD 

モ
ル
タ
ル･

石
材 スレート板 トスプライムC/トスプライムD 

ガラス トスプライムD 

熱線反射ガラス トスプライムD 

高性能熱線反射ガラス トスプライムD 

ガ
ラ
ス･

陶
器 タイル トスプライムD 

アルミニウム トスプライムD 

2次電解着色アルミニウム*3 トスプライムD 

ブリキ トスプライムD 

トタン トスプライムD 

軟鋼 トスプライムD 

金
属 

ステンレス SUS 304 (トスプライムD) 

焼付アクリル系 (デュラクロン) YP9341/トスプライムE 

常乾アクリルウレタン系 (アクレタン) トスプライムE 

常乾ウレタン系 (Ｖトップ) トスプライムE 

焼付ウレタン系 (Ｖクロマ) トスプライムE 

エポキシ系  トスプライムE 

フッ素塗料 (デュフロン) トスプライムE 

フッ素塗料 (ニューガーメット) トスプライムE 

塩ビ鋼板  トスプライムE 

塗
料･

塗
装
金
属 

アクリル電着塗装 (無処理) 

ＦＲＰ トスプライムE 

硬質塩ビ樹脂 YP9341/トスプライムE 

ポリカーボネート ― 

アクリル樹脂*4 (YP9341/トスプライムE) 

エポキシ樹脂 YP9341/トスプライムE 

メラミン樹脂 YP9341/トスプライムE 

フェノール樹脂 YP9341/トスプライムE 

ナイロン YP9341/トスプライムE 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ＡＢＳ樹脂 YP9341/トスプライムE 
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ポリサルファイド (トスプライムD) 

トスシール361 無処理 

トスシール371 無処理 

シ
ー
リ
ン
グ
材 トスシール381 無処理 

ＣＲ (トスプライムE) 

ＮＢＲ (トスプライムE) 

ＳＢＲ (トスプライムE) 
ゴ
ム 

ＥＰＲ (トスプライムE) 

(トスプライムC) 木材 

注) *1：モルタルのはく離剤の種類により接着性が異なることがあり、確認試験が必要で

す。 

*2：大理石には、プライマー無処理では使用しないでください。染み出し汚染が発生

することがあります。 

*3：封孔処理などにより接着性が異なることが予想されますので、必ず確認試験を行

ってください。 

*4：下地の清掃には、ノルマルヘキサンを使用してください。また、事前にソルベン

トクラックの有無確認および接着性確認試験が必要です。 

1) /で示したものは、共に効果がありますが一般には左側の製品を推選します。 

2) ( )内は、接着性能が不十分ですが現時点で最良のものです。 

3) ―は推奨できない組み合わせです。 

 

なお、異種被着体の組み合わせで共通のプライマーがない場合(上表で)、必ずプライマーを塗

り分けてください。 

プライマーの選択には、十分な注意を払ってください。安全を期するために、そのつど接着性

の確認試験を行ってください。 

上記以外の被着体については、弊社にお問い合わせください。 

 

施工手順および施工要領 

1) 目地形状、被着体の材質などを確認してください。 

2) 被着面の汚れ(油分、ホコリなど)は、適当な溶剤で清掃した後、よく乾燥させてください。 

3) バックアップ材は適正な形状の指定された材質のもの(防火戸用指定シーリング材(日本シ

ーリング材工業会指定)として用いる場合には不燃性のもの)を用い、切れ目なく、かつ隙

間がないように装てんしてください。 

4) マスキングテープは、シーリング材専用のものを使用してください。 
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5) 被着体に適したプライマーを使用してください。塗布は当日施工分とし、塗布後30分以上

(常温)のオープンタイム(乾燥時間)をとってください。 

6) 目地形状に合わせて、ノズルを切断し、目地底部まで入るように押しつけて充てんします。

充てん後、直ちにへらで押さえつけ、表面の仕上げを行います。 

7) 仕上げ後は、すみやかに、マスキングテープを除去してください。また硬化するまではシ

ーリング材に触れないでください。 

8) シーリング材は全量使い切るようにしてください。使い残りが出た場合は、湿気を完全に

遮断して保存してください。 

 

使用上の注意

○ 未硬化のシーリング材は若干刺激性がありますので、目や口に入れないよう、また、皮膚に

長く付着したままにしないようご注意ください。 

○ 取扱い時には、保護眼鏡および必要に応じて保護手袋を着用してください。 

○ 換気のよい所で使用してください。 

○ 脱オキシム型シーリング材と脱アルコール型シーリング材が未硬化の状態で共存すると、揮

発成分によって共に変色することがありますので、必ず脱オキシム型を先打ちし、それが硬

化してから脱アルコール型をお使いください（脱アルコール型を先打ちした場合、かなり硬

化が進んでも、後打ちした脱オキシム型が変色することがあります）。 

○ 一部の合成ゴム(ＥＰＴ、クロロプレンなど)と接触するとシーリング材が変色することがあ

りますので、ご注意ください。 

 

荷姿・梱包および色

荷 姿 容 量 梱 包 色 カラーサフィックス 

カートリッジ 333ml 10本入り/１箱 

グレイ －Ｇ 

ライトグレイ －Ｇ２ 

ダークブラウン －Ａ 

ブラック －Ｂ 

 

保 管 

○ 未開封のまま、直射日光を避け、湿気の少ない冷暗所に保管してください。 

○ 有効期間は、未開封・常温(5～25℃)保管で、製造後12ヵ月です。 

○ 子供の手の届かない所に保管してください。 
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・本製品は、一般工業用途向けに開発・製造されたものです。医療用その他特殊用途に使用される場合は、貴社にてその安全性を事前にご試験ご確認のうえご使用く

ださい。なお、体内に埋植、注入する用途、または体内に一部が残留するおそれのある用途には絶対に使用しないでください。 

・記載のデータは、弊社の試験方法による実測値の一例で、規格値ではありません。ご使用に際しては、貴社使用条件に適合するか必ずご確認願います。なお、本文

中の用途は、いかなる特許にも抵触しないことを保証するものではありません。 

・製品改良のため、予告なく内容を変更する場合があります。   ・本資料を転載される場合は、弊社までご連絡ください。 

・安全性に関する詳細な情報につきましては、製品安全データシート（MSDS）をご参照ください。 ・仕様書を要求される場合は、営業を通してお求めください。 
 
 

   
 

 
テクニカルアンサーセンター TEL.0276-20-6182､0120-975-400 FAX.0276-31-6259 
東京本社(営業)     TEL.03-5544-3111(代) FAX.03-5544-3122 
大阪支店     TEL.06-6251-6272(代) FAX.06-6252-8255 
名古屋支店   TEL.052-962-5731(代) FAX.052-962-5750 
九州営業所   TEL.092-741-0840(代) FAX.092-741-0841 
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モメンティブ･パフォーマンス･マテリアルズ・ジャパン合同会社 

http://www.momentive.jp 

消防法 

危険物非該当。消防法上、指定可燃物の可燃性固体類に該当するために、3t以上保管する場合、

届け出が必要です。 

 

 

発行：1998年6月/改訂⑫2011年6月 

 


